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川内中央中校区 令和コミュニティトーク 要約 

 

日 時：令和４年８月１７日（水） １４：００～１５：５５ 

場 所：国際交流センター ホール 

出席者 

市：田中市長、永田副市長、未来政策次長、建設部次長、秘書広報課長、コミュ

ニティ課長他 

地域：川内中央中校区の４地区コミュニティ協議会長をはじめとする地区住民 

４９名                                 (合計６１名の参加) 

市政報告   市長                             

令和コミュニティトークは、市民と市長が直接話を意見交換する場として、市内

の１０会場で予定している。  

一昨年からのコロナで、令和３年度は、甑島で１回しかできなかった。令和４年

になってから、本土内の開催を計画し、本日の川内中央中校区が８回目であり、よ

うやくこの会場で開催できた。多くの市議会議員にも毎回ご参集をいただき、感謝

申し上げる。  

市政概要として、新型コロナウイルスのことであるが、３年目に入り令和４年度

は、少しは収まるかという予測、期待感もあったが、市内においても、７月下旬か

ら８月に入り、毎日２００人前後の罹患者がある。 

罹患自体が、良い、悪いではなく、重症者は少ないものの罹患すると１０日ほど

自宅待機となり行動が規制されるので、早く収まるようにしなければならない。 

市職員も予防に注意しているが、感染が発生している。市職員１，０００名の中

で、住民サービスに支障が無いようローテーションを組みながら、対応していると

ころである。 

感染予防は、報道され市からも広報しているが、マスク、手指消毒、換気、距離

を保つの基本的な感染予防とワクチン接種である。希望される方は、ぜひワクチン

を接種いただきたい。ローテーションの期間があり、接種券が送られてからになる

が、３回目の接種実績が６６％である。若い世代までローテーションが行き届いて

いないが、数字だけ申し上げると、薩摩川内市内、鹿児島県、全国で、１５歳未満

の小中学生の親世代、４０歳以下の親子は、罹患者の７０％を占めており、半分以

上は若い世代になっている。私も７月２４日に４回目を接種したが、４回目接種

は、まだ１２％なので、ご家族で話し合って希望される方は、ワクチンを接種され

たい。 

市からも広報するが、かかりつけ医以外での集団接種も新たに始め、８月２０日

に市総合福祉会館でも初めて集団接種を行い、９月も川内保健センターと福祉会館

で集団接種を実施するので、ご希望があれば予約をお願いしたい。 

コロナ禍とイベント開催であるが、悩ましい問題である。方向性だけ申し上げる

と市の会議、イベントは気を付けながら開催する方向である。前提となる国のまん
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延防止の地域指定や、県知事の行動自粛の公表がない中で、非常に悩ましいが、開

催時間、出席人数、広さを、３年前よりは縮小し、工夫しながら色んなイベント、

行事を開催していく。これまでも令和コミュニティトークの中で、自治会長、地区

コミュニティ協議会長にも問いかけ、呼びかけをし、自主的な判断をお願いしてい

る。 

昨晩、川内川花火大会が３年ぶりに開催されたが、印象的には非常に良いイベン

トだったと思う。実行委員会も非常に苦労され、中止の議論も途中であったようだ

が、時間やエリアを縮小し１時間に１万発上げてサッと終わる感じで、昨夜は開催

された。 

川内大綱引も、国道３号を止めての大綱引と押し隊はないが、開聞町側の川内川

左岸河川敷で綱練りと神事が行われる。はんや踊りも現時点では開催予定で、市の

３大行事については、開催する方向であるので、各地区コミュニティ協議会、自治

会においても、今後の参考にされるようにお願いする。 

市長になってから１年９カ月経つが、コロナと災害対応の危機管理の１年９カ月

であった。コロナ対応では、市長に就任した令和２年１１月７日時点の罹患者総数

は、９名であったが、今はウイルスの伝播性の強さから９，０００名以上となって

いる。 

災害・豪雨対応では、昨年７月９日から１０日の大雨で川内地域、平佐西地域に

一部浸水被害があり、改めて心からお見舞い申し上げる。今も佐賀の集中豪雨の報

道があり、最近の雨は半日後の予報がわからない。昨年、一昨年の罹災の状況もあ

るが、ご自宅、事業所がどういった災害が想定されるかということ。まさかの時

は、自宅の２階か、隣家、あるいは市が開く避難所か、安全な場所に身を置くとい

った意識を常に持っていただくことをお願いしたい。 

各地区のコミュニティトークで申し上げている防災行政無線の放送について、気

象庁の情報により、市長が使える言葉は、避難指示と高齢者等避難の避難指示であ

り、最近では、真夜中でも放送するという取り決めにしている。これまで、放送す

る時間を考えたこともあったが、真夜中でも避難指示は放送する。避難指示を出す

ことイコール、即避難所避難ではない。避難所も開設するが、安全な場所に身を置

くという意味で、避難指示を発令する。 

市の放送内容も聞いていただくと、７月の放送では避難指示を発令し、安全な場

所に身を置いてください。としているので、本日ご列席の自治会、地区コミュニテ

ィ協議会、コミュニティの役員には、そういった広報をお願いしたい。 

市関係で２点報告がある。既に動いているが、４月に部を再編した。薩摩川内市

誕生から１０月で１８年目になるが、この間、部の名前を変える大きな組織再編は

なかった。市長就任時から考えており、企画政策部を未来政策部に変えて、筆頭の

部に置くなどした。それから昨年の１０月１日には、本庁と支所の関係が、ご指摘

もあったことから、甑島に甑島振興局を置いて、次長級の局長を置いている。 

また、本土の４支所担当の次長も置いて、昨年の１０月１日から甑島振興局と本

土の４支所と本庁の連携を保つような仕組みにしている。 

もう１点は、光ファイバーのことである。中心市街地は従来からであるが、前市

長の大きな段取りで、今年の２月までに甑島、本土４支所地域の幹線道路に光ファ
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イバー網が完全に敷設された。 

全市的なことで、２つ申し上げるが、川内港は、約５０年前に重要港湾に指定さ

れたが、昨年国の直轄事業が初めて入り令和１０年４月目標で６年間に１６０億円

の国費を投じて、唐浜地区に国際物流ターミナルができる。国際港としての発展の

布石が打たれた。 

それから、これも大きなことであるが、川内港隣の川内火力発電所１号機が４７

年ぐらい稼働してきたが、この４月に用途廃止され、跡地３２haの活用として、

市、九州電力、早稲田大学、リサイクル専門のナカダイホールディングス、鹿児島

銀行の５社で連携協定し、資源循環、脱炭素、カーボンニュートラルといった企業

立地と研究機関を具体的に誘致することで合意した。令和７年４月を目標に、あと

３年、短期間であるが企業立地に向かっていきたいと考えている。 

雇用の創出では、５２年前立地の京セラ川内工場について、私は中学校の時であ

ったが、高城に川内工場ができ、今年になってから第２ブロック、夏祭りのあった

グラウンドの駐車場のところに、４００名雇用の新しい工場を作ることで調印し、

今月、新しい工場の着工式がある予定となっている。地方都市で雇用の場を作るこ

とは大きな命題であるが、半導体需要の好調さもあり、新工場の建設となってい

る。  

私も県議の時に市民から、働き口はないかと聞くことが４、５年前あったが、最

近は人が足りないとのことで、なかなか悩ましい面もあるが、今申し上げた立地企

業の拡張を含めて、従来の地場産業にもできるだけ地元の中学生、高校生が就職し

てもらえるように、一度大学進学で外に出た人、あるいは就職した人も薩摩川内市

内に帰ってこられる、そういった呼びかけをしたいと考えている。 

令和コミュニティトークのこれまでとやり方が変わった点は、各地区コミュニテ

ィ協議会会長に、地区振興計画の振り返りを簡潔にしていただきたい。いただいた

資料は私も確認し、いただいた意見も今後の地区振興計画の見直しに市職員も加わ

って、一緒に見直し、市の新しいビジョンにも反映する。 

私も平成１６年１０月１２日の薩摩川内市の誕生まで市町村合併の事務局長を４

年間しており、非常に市のあり方に大きな責任を感じている。特に、５５６自治会

と４８地区コミュニティ協議会制度は、非常に重要視しており、市議会の意見代表

制も重要視しているが、市政の基本的な考えで、５５６自治会と４８地区コミュニ

ティ協議会は大事にして、皆さんの意見を反映できるようにしてまいりたい。 

人口減少の中で、組織の維持、自治会、コミュニティそのものの関わりが非常に

どの校区でもなされているが、人口減少の中であるからこそ、声かけ、見守り、助

け合いが非常に重要であると考える。子供たち、高齢者、それから安全・安心、防

災・防犯が地区コミュニティ協議会、自治会の中で声をかけて助け合っていくこと

が非常に大事ではないかと考える。 

取り急ぎ、短い時間では全てを語り尽くせないが、皆様の意見を聞きながら、自

分の考えを述べさせていただくので、よろしくお願いする。 

 

地区振興計画振り返り                            

【川内地区】 
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・ この数年コロナの影響により行動が自粛され、イベント等が実施できない中、

コミュニティ活動も縮小され、地区振興計画どおりに達成されない事項が見受け

られていた。そのような中でも、川内地区は防災安全対策への意識を着実に高め

て、子供たちにも交通安全の意識が定着している。 

・ これまで川内地区コミュニティ協議会では、防災安全と交通安全は別々であっ

たが、自治会長の協力を得て各地域の交通安全週間には、一番メインの国道３号

に、子供たちの安心、安全、意識を深めるために、協力して声を掛け立哨しても

らった。また高齢者においても行動制限のある中、地域を支えて学習会等の会議

を開き交流を図った。活力ある町づくりにおいても、スケールが大きくなること

から、行政、公共機関、民間と手助けを得ながら取り組んだ。 

 

【平佐西地区】 

・ 地区振興計画の振り返りについて、平佐西地区コミュニティ協議会においては、

３８項目の基本方針を計画、実施を行っているところであるが、重点項目、３項

目に絞って説明申し上げる。 

・ 1点目に、「住民全員が健やかで高齢者がいきいきと活躍できる平佐西」につい

て、主な取り組みの「はんとけん（転ばない）体操」について説明を申し上げた

い。一般的には、「転ばぬ」の体操と言われているが、平佐西地区においては、自

治公民館を会場に、４年前から独自に導入し、現在２３０名の高齢者が１４会場

で毎週１回体操を行っている。自治会数では、２１自治会のうち１５自治会で行

われている。この体操を通じて、高齢者の健康はもちろんであるが、生き甲斐作

り、交流の場として、大きな成果と効果を上げており、また、医療費の抑制にも

つながっていると確信している。この体操を市全体に広げようと、薩摩川内市社

会福祉議会と協議を行っており、既に、９地区のコミュニティ協議会で開催され

ている。当地区としても、社協の取組を支援することとしている。ここ３年間、

コロナ禍で体操を一時期中断することもあったが、平佐西地区として引き続きこ

の「はんとけん」体操を推進することとしている。 

・ ２点目は、「美しい環境を創り住民のつながりを大切にする平佐西」ということ

で、主な業務内容は、１つ目にＳＳプラザの建設、２つ目は平佐西小学校地域、

川内駅東口通学路の拡張工事である。ＳＳプラザせんだいの建設について、これ

まで平佐西地区になかった大型施設が完成し、平佐西地区の住民に喜ばれ、親し

まれる施設として期待された。ＳＳプラザせんだいが建設されて１年近くになる

が、地域住民が気軽に利用できる場所、賑わいのある街づくりについては少々、

不満が残っている。今後は、地域住民に喜ばれる取組、参加できる催し等を計画、

実施していただきたい。 

・ 平佐西小学校の川内駅東口通学路の拡張工事については、子供たちや家族、学

校関係者に大いに喜ばれ大変うれしく思っている。また地域としては、子供たち

の見守り活動を継続しながら、取組は続けていきたいと考えているのでよろしく

お願いしたい。  

・ ３点目、「生涯学習と生涯体育で生きがいにあふれる平佐西」の主な取組として

は、平佐焼、窯元見守り活動である。３年前の令和元年に、市の文化財、天辰町皿
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山で平佐焼現窯の窯守をされていた方から平佐西地区コミュニティ協議会に「一

人で現窯を見守る活動を行っているが、現窯の見守り活動の支援をお願いできな

いか」と相談があった。役員会で話し合い支援することを決定したが、相談され

た窯守の方が１年足らずで他界された。当地区コミュニティ協議会では、意思を

繋いで行こうと、地域おこし協力隊を市から派遣してもらい、令和２年度から取

り組みを始めている。これまで平佐西地区の歴史をひもときながらの平佐焼窯跡

群の歴史散歩を計画し、１００名を超す参加者があるなど、おおいに賑わい歴史

の大切さを改めて認識することとなった。令和３年１１月に２回の歴史散歩を計

画するに当たり、国土交通省の川内川拡幅工事に伴う県道山崎川内線移設計画上

に平佐焼の窯元があり、県の埋蔵文化センターが発掘調査を行い、県内でも初め

てと思われる遺物が、発掘されたとの情報を受け、埋蔵文化センターの好意で発

掘後の見学ができるようになった。参加者の反響も大きかったこともあり、平佐

西地区コミュニティ協議会としては、窯元を原形のまま、現地に保存できないだ

ろうかと要求を行ったが、残念ながらできなかった。平佐西地区コミュニティ協

議会としては、現窯の近くに駐車場、休憩所の建設をおこない、平佐焼窯跡群と

して後世に残す取組を行っていきたいと、心を新たにしているところである。 

・ 以上３点、重要な項目について説明した。よろしくお願いする。 

 

【平佐東地区】 

・ 当地区も新型コロナウイルスの関係で、令和２年度、３年度は、中止や制限が

あり、なかなか実施することができなかった。その中で継続してできたものに花

いっぱい運動がある。地区コミュニティ協議会として、平佐東小学校周辺の県道

沿いに植えたアジサイの草払いや剪定を定期的に行い、各自治会においても、市

の快適環境づくり補助金や農地・水保全管理支払交付金事業を活用して芝桜、ヒ

マワリ、コスモス等の植栽を行った。 

・ この他、各自治会の見守り活動や青パトによる地区の巡回を実施するとともに、

当地区が平成１８年７月豪雨災害を受けて実施した各自治会持ち回りの防災訓練

が一巡するなど、実施できたものもあった。 

・ 光通信開通事業、光ファイバーについては、令和３年８月から運用開始がなさ

れた。 

・ 反面、コロナの影響でスポーツ大会、夏祭り、運動会、文化祭等は中止となっ

た。地域の核である小学校の行事と連携し、子供たちに体験を通した思い出作り

に生かせるような活動をしたいと考えていたが、中止にせざるを得なかったこと

が残念である。特に残念だったことは、しばらく実施できなかった夏祭りを、今

年こそ小学生のためにやろうと計画したが、コロナ第７波の爆発的流行により、

中止せざるを得なかったことである。 

・ 定住促進活動についても、具体的な活動ができず、今後の課題として残ってい

る。 

・ 以上、簡単に振り返ったが、今後も新型コロナ感染対策を取りながら、できる

人ができるときにできることを無理なく行い、明るく元気な地域づくりに取り組

んでまいりたい。 
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【峰山地区】  

・ 地区振興計画については、市に提出した振り返りシートのとおりであるが、補

足する。当地区コミュニティ協議会の地区振興計画は、5年間で９項目の基本方針

を進めている。９項目のうち、３年半の中でＡ評価としたのは、花いっぱいまち

づくり推進事業の 1項目だけである。水稲農業振興、史跡・伝統芸能振興、林間・

野外活動振興、防災・防犯支援、青少年の健全育成、健康づくりとスポーツの振

興については、Ｂ評価とした。野鳥・河川の自然環境振興については、Ｃ評価、快

適住宅振興については、Ｄ評価と評価した。 

・ 地区で定めた活動状況については、水稲農業振興、林間・野外活動振興、快適住

宅振興これら３項目を５年間の重点項目として挙げている。 

・ 水稲農業振興については、地区コミュニティ協議会と中核組織として土地改良

区、農業委員、農地利用最適化推進委員、資源保全組合、以上の団体で水稲農業

振興について進めている。現在、認定農業者５名、新規就農者２名で振興を継続

しており、認定農業者への農地の集約、遊休農地の耕作地化について、協力しな

がらやっており、Ｂ評価としている。 

・ ２番目の重点項目、林間・野外活動振興は、２つの団体が中核となって実施し

ており、１つは地区コミュニティ協議会の環境部会に柳山村という団体を発足さ

せ、柳山アグリランド事業推進を実施する中で、地区内外の保育園、幼稚園の野

外教室の支援、介護施設の入居者の受け入れ支援、自治会サロン活動の支援を環

境部会で支援している。 

・ もうひとつは、八間川下流に位置している白浜自治会主体となって、八間川下

流域周辺環境の整備、眼鏡橋周辺の環境整備を行っている。下流域の整備が進ん

だので、カヌー教室を開催し、地区内外から参加いただき水遊びをやっている。

その他に川内市内水面漁業協同組合の指導と協力の下に鮎、鰻の放流を児童が経

験できる場となっている。これらから２番目の重点項目と林間・野外活動振興に

ついては、評価をＢとしている。 

・ もう 1 つの重点項目、快適住宅振興の評価はＤとしている。地区住民の生活基

盤の糸口すらも見えない状況である。お店はコンビニが１店、ガソリンスタンド

なし、中学校は廃校と、少子高齢化と人口減の中で、快適住宅振興は、手の付け

ようがなく、評価Ｄとした。 

・ 計画を進める中で、良かった点、うまくいかなかった点では、地区の発展のた

め、具体的な将来像を描き、事業計画で事業を進めようと共通認識を共有できて

いることは、振興計画の良いところではないかと考えているが、一方では、Ｃ、

Ｄ、Ａの評価がひとつしかないことを考えれば、策定時に地区の能力と基本方針

のギャップが大きすぎたのではないか考えており、次の第５期振興計画の中では、

こういったものを反省しながら、地区の能力に合った地区振興計画を策定できた

らと考えている。 

・ ４番目として、今後力を入れて取り組んでいきたい活動内容については、第４

期の地区振興計画で市に報告したとおりであるが、目標に掲げたとおり評価をＢ

以上に近づけたいと考え、進め居ている。 



7 

 

 

市長コメント 

４名の地区コミュニティ協議会の会長から、丁寧な説明をいただいた。資料で地

区振興計画の振り返りを縦横つぶさに確認したが、成果のあった良かった点は、川

内地区においては、子供たちの交通安全、高齢者の学習機会の提供、宮里、冷水、

向田３地区住民のふれあい事業で議会報告等、取り組まれていることや、児童クラ

ブの運営も成果ひとつとの報告を受けている。 

平佐西地区については、高齢者の健康維持の「はんとけん体操」の拡大、ＳＳプ

ラザせんだいの報告と付随する通学路確保の成果、伝統文化の継承で、地域おこし

協力隊のマンパワーを借りての平佐焼窯跡群のこと、歴史散歩事業が具体的な成果

としてあった。 

平佐東地区についても、花いっぱい運動の成果、福祉小地域ネットワーク事業で

見守り協力員が独居老人宅を訪問と、高齢者の見守りの仕組み、住民、自治会持ち

回りで、自主防災訓練を実施されている。それから、光ファイバー網の開通、利用

開始についての報告を受けた。 

峰山地区についても、花いっぱい運動の成果、農業関係で遊休農地耕作、農地集

積の問題、水稲の利用振興問題の成果、柳山アグリランドの維持で柳山村の運営、

眼鏡橋のある八間川の下流域整備と具体的な成果をいただいた。 

改善点としては、全体的にコミュニティの活動自体もコロナの影響は甚大という

ことであった。 

個別のことでは、川内地区の課題で空き店舗の活用が引き続き課題ではあるとの

ことであったが、空き店舗が埋まっていく成果も、報告書の中には書かれていた。 

平佐東地区においては、定住促進が引き続き課題ということであるが、借り上げ

住宅４棟は入居済みで１つ成果として、ＰＲを続けていただけたらと考える。 

峰山地区の快適住宅振興の問題で大きな問題提起として、地域振興計画と実施の

ギャップの問題は、４８地区コミュニティ協議会共通の課題だと考えている。 

今回で８カ所目の令和コミュニティトークであるが、各地区とも非常に丁寧に一

生懸命取り組まれており、大きな参考になっている。子供たちの育成の問題、高齢

者の見守りの問題、身の回りの環境美化の問題、防災のこと、地区内外との交流を

一生懸命されていることが手に取るようにわかる。 

コロナの中で、やむなく中止したところと規模縮小でも頑張って工夫し、やって

いところがあり、他の地区の参考になればと考える。 

市議会からも指摘を受けているが、地区振興計画の評価の仕方が問題で、地区コ

ミュニティ協議会、自治会の行事を誰が評価するか、役員が評価するのか、自治会

会員が評価するのか、あるいは自治会以外、地区コミュニティ協議会以外が評価を

するのかと、この外からの評価が非常に大事ではないかと思っている。市役所自体

も外部評価を受けており、地区コミュニティ協議会におかれても、事業を持続可能

なものへ議論するときは、評価を誰がするかも、非常に大事なことと考える。 

この広い川内中央中校区の地区コミュニティ協議会も色々と個性があるが、他の

地域でも申し上げたが、３年前のイベント開催に近づけるということが１つの大き

なステップだと考える。イベント再開に向かう中に、改善・工夫が必要ではないか
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なと考える。市の行事や会議でも３年前そのままでの開催が可能かという議論をし

ており、これからの地区コミュニティ協議会の運営でも大事な考え方ではないかな

と思っている。 

峰山地区の会長からあったとおり、令和４年度、５年度にかけて、４８地区に担

当職員を張り付け、地区振興計画の振り返り・見直しの作業準備にかかることとし

ている。 

地区コミュニティ協議会間の人口の差を説明、報告申し上げる。４８地区コミュ

ニティ協議会ができてから１７年になるが、人口差は、川内地区が４，５９６人、

平佐西が約１万６，０００人である。平佐東が７６０人、峰山地区が１，１４０人

と、設立当初から市の地区コミュニティ協議会は人口差が非常に大きい。４８地区

コミュニティ協議会で最少人口は、２３人。最大人口は平佐西地区である。そうい

ったことで、共通に語れる部分と個別に課題や、個々の成果があるかという話にな

るほど、薩摩川内市の地区コミュニティ協議会は、極端な人口差になっている。 

市には５５６自治会あるが、１番大きく人口の多い自治会が育英地区の鶴峯で、

１，７１３人、平佐西地区では、人口１，０００人以上の自治会が７自治会ある。

改めて大きな人口差、バラエティもあることから、人口の大小はあっても、４８地

区コミュニティ協議会の仕組みを持続させるには、構成する自治会と地区コミュニ

ティ協議会が一体となって議論を続けていくべきとの考えであるので、皆さんと一

緒に、持続可能な自治組織、自治会あるいはゴールド集落、各地区コミュニティ協

議会の議論してまいりたい。 

最後に、地域によって自治会合併の議論が出てきて、議会でも問題提起がある。

市としては、自治会の再編・合併の議論をしてみようかということであれば、一緒

になって議論してまいりたい。市長が「合併しなさい」ということではない。今

後、地区振興計画の見直しの中で、マンパワーが足りないので、隣の自治会と合併

してみようかという議論があり、市もタッチして自治会同士の自主的な議論の中

で、合併という選択肢があれば、協議や組織合併は支援してまいりたい。 

ゴールド集落と自治会、地区コミュニティ協議会のことは、令和４年度、５年

度、市役所内、議会と色々相談しながら組織的な検証と見直しをして参りたい。状

況によっては、補助金等の全体的な見直しの議論も出てくるかもしれないが、ま

だ、議論の緒についたばかりなので、この令和コミュニティトークで具体的な意見

を聞きながら、見直しの議論してまいりたい。 

 

事前提出議題                                

議題１ ゴミの不法投棄と自治会未加入者のゴミ収集について【川内地区】 

川内地区コミュニティ協議会は、各自治会長にも声がけをし、１５名参加してい

る。ゴミ問題、不法投棄のことで悩まされている自治会があり、ゴミ収集場所の見

回りを強化し注意しているが、不法投棄がある。自治会長が地元議員を通じて環境

課に行ってもらい、私も環境課に話したが、タンスが捨てられるなど、自治会未加

入者の不法投棄が多い。地域では、対策として監視カメラなどの予算がないかとい

う声もある。 

また、未加入者のゴミ出しについて市からどのような指導をされているのか。意



9 

 

見を伺いたい。 

未来政策部次長 

ゴミの不法投棄と自治会未加入者のゴミ収集についての問題であるが、分別され

ていないゴミについては、市が委託したゴミ収集業者が回収できない理由を記載し

たステッカーを張り、取り残しゴミとして搬入者への警告や再分別をお願いしてい

る。 警告後、１週間程度、夏は３日間程度、再分別されない場合、自治会長等から

市に連絡いただき回収している状況である。一方、再分別を自治会長等が善意で行

っていただいているところもあり感謝している。分別されていないゴミ出しを未然

に防ぐ対策としては、看板の設置や収集所を自治会員以外が捨てにくい場所に移動

するなどが考えられる。 

また、自治会未加入者のゴミ出しについては、転入者には転入届け時に窓口にお

いて自治会への加入をお願いしており、本市のゴミ出しについても説明を行ってい

る。見張りの強化など対策を講じていただいているが、市においても分別等を含め、

不適正な状況が見られるなど、自治会からの相談に対しては、地域内の飲食店等へ、

事業所ゴミの処理の周知やチラシ配付等の対策を行った例もある。 

いずれにしても、今後、環境課と自治会の担当者と一緒に対策を検討させていた

だきたい。 

市長 

次長が答え通りであるが、改めて会長から指摘があったように、市としてもゴミ

捨てについてのモラルの啓発をやってまいりたい。現場対応的には、事案があった

場合は環境課に連絡いただいて、現場で確認させていただきたい。 

根本的な問題で、先ほど申し上げたように、令和４年度、５年度にかけて自治会

の加入促進策も検討したいと思っているのでご理解願いたい。 

 

【追加意見：川内地区自治会長】 

ゴミ出しの件で、市環境課と協議し、川内商工会議所からチラシを配っていただ

いたり、飲食店にチラシを配っていただいたりと感謝している。当自治会は、数多

くの飲食店を抱えていて、そこの従業員が駐車場に帰るとき、不法投棄されるなど

非常に悩んでいる。自治会は高齢化が進む中で、ゴミの収集分別、不法投棄につい

て、日曜日等、集まる時にできるだけゴミ収集車に持っていってもらう努力をして

いる。 

我々が借りてる収集所は市の土地であるが、夜間非常に暗く物を捨てやすいので

はないかと思う。市で街灯設置を検討いただきたいと考えている。 

また、自治会で１８の街灯を管理しており、昨年の電気代が７２，９０８円であ

った。電気代が非常に上がっており、自治会の財政を圧迫している。自治会３０名

の会員から集めるお金と、市の補助と合わせて５０万である。このままいけば街灯

の電気代が１０万円かかるようになってくる。高齢化が進む中で、街灯を果たして

維持していく必要があるのか。街灯がなくなっても、高齢者は、夜外しないから、

若い人のための街灯ではないかという意見もある。そういうことを含めて、ゴミ、

街灯の問題も重要な問題になってきている。電気代の高騰化、ゴミのモラルの低下、

これらをどうやって食い止めるか。環境課にも動いていただいて、本当に助かって
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いるが、モラルの低下を防ぐために他に方法はないのか。  

そして、電気代が非常に高くなっている中で、街灯を維持しなくてはならないの

かという問題がある。ゴミの不法投棄、街灯の話をしたが、検討をお願いする。 

市長 

私も未分別のゴミ処理の写真等を確認している。対応に苦労されていることに感

謝する。未分別のゴミについても、再度協議をさせていただきたい。それから、街

灯設置であるが、各地域や市議会でも問題提起があり全市的な関係があるので、意

見として受け止め議論する。 

自治会の１８の街灯との話であったが、各自治会設置の防犯灯のことも議会等で

も議論が出ており、５５６自治会に共通する案件であり、予算に関わることである

ので、意見として受け止め、市内部で議論するので、よろしくお願いする。 

 

議題２ 川内川河川敷の施設整備と管理について【平佐西地区】 

平佐西地区コミュニティ協議会では、天辰地区に拡大される河川敷を利用したい

との観点から、令和元年度から取組を開始している。自治会長研修を兼ね、筑後川・

球磨川の河川敷視察、川内川上流の河川敷の視察を行って参った。川内川河川事務

所の協力をいただいて、指導を受けながら、河川敷の利活用計画について取り組ん

でいる。 

令和４年３月には平佐西地区住民の代表で、平佐西かわまちづくり協議会を立ち

上げた。６月には作業部会を立ち上げて、「住民の皆でつくり上げるかわまちづくり」

を目指しているところである。現在、河川敷の規模や、国土交通省への要望に関し

ては、順調に進んでいると考えている。  

平行して、河川敷の利活用をできるようにするため、各種工事の問題、運用、雇

用・管理の問題が待っていると考えている。これらの課題に対処には、行政の協力

を受けながら、人、モノ、金について協議を重ねる必要があると考えている。  

平佐西地区の住民の知恵と工夫で、素晴らしいかわまちづくりを目指したいと考

えている。「平佐西かわまちづくり」について、市長の見解を伺えれば、ありがたい。 

未来政策次長 

河川敷のトイレ・倉庫等の整備については、今後、作業部会等で設置場所や設置

数を協議いただいたうえで、国、県、市と必要性や管理運営について検討を行う予

定である。 

市長 

この場所は、私もよく通り、今日も現場を見てまいった。トイレ、倉庫の議論と、

新しい河川広場に、どういったものを作るかということは同時進行の議論になると

思う。会長からあったように、「かわまちづくり協議会」と「作業部会」は、市と地

元の方が入っているので、これからも議論させていただきたい。 

川内川市街部改修の新しい河川広場の利活用については、右岸側の大小路地区、

太平橋の下の６haが今年３月に完成し、先月、可愛地区コミュニティ協議会の地域

おこし協力隊の頑張りもあり、「サマーフェスタ可愛」が開催され、可愛地区コミ

ュニティ協議会会長の話では、１，３００名来たということである。この面的な整

備の仕方と、今話されたトイレ倉庫も参考になると考える。川内川下流の開聞側の
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河川広場についても、かわまちづくりで整備しており、５月にはリバーサイドミュ

ージックフェスタが開催され、キッチンカーが２０台、若者が集まる出店が９０店

舗出店し、賑わいがあった。 

消防の操法大会も４年ぶりに向田側の河川広場で開催した。何回も申し上げるが、

昨晩の花火大会も３年ぶりの開催で、かわまちづくりについて全体的に先行する開

聞側と大小路地区があるので、平佐、天辰の新しい河川敷の質問についても、使い

勝手や、必要な施設、管理の仕方、開催イベントも大きな参考となるかと考える。

また、共有させていただきたい。 

 

議題３ 楠元地区川内川抜本改修について【平佐東地区】 

平佐東地区は、樋脇川が川内川に注ぐ地区であり、昔から水害にあってきた。樋

脇川の堤防整備やポンプ場建設などで浸水被害が少なくなってきたが、平成１８年

７月の水害で大きな被害を受けた。雨の状況、満潮のタイミング、川内川上流域の

降雨状況等により、現在でも家屋が２戸床上浸水し、通行止めとなる市道が３カ所、

県道が１カ所あり、不安の中で生活している。さらに川内川沿いの市道が冠水する

と関係車両が入場できない農業法人もあり、早急な抜本的対処が必要である。 

また、水害とは別に川内川に架かる東郷橋と県道山崎川内線との交差点は、幅員

が狭い上に見通しも悪く、過去に大きな事故も発生している。旧宮之城線跡の市道

楠元中村線を利用した付け替えを検討してはどうか。これらの課題を解決するには

個別の対応ではなく、川内川の抜本的な改修に合わせた改良が必須である。川内川

の抜本改修については、水害で被災した上流域や川内市街部の改修が終わると、次

の整備が行われると思うが、国土交通省九州地方整備局が平成２１年７月に作成し

た川内川水系河川整備計画によると、市上流ブロック、川内川右岸の東郷地区と左

岸の平佐東地区の整備も計画されている。東郷橋上流から樋脇川の合流点までの区

間は、瀬・淵・砂州と河川の特性が集まっている区間でもある。鮎のころがし・ガラ

掛け漁で有名な「たきのせ」、深くよどんでいる「観音淵（かんのんぶち）」「内城淵

（うっじょうぶち）」、そして砂州は「なかごら」と呼ばれ、昔はモトクロスも行わ

れていた。このように川内川は昔から人々に愛され親しまれてきた。水害対策を図

り、人命・財産を守る、安全で安心できる川づくりも大切であるが、良好な自然環

境を保全しながら、より地域に親しまれ癒されるふるさとの宝となる、川づくりも

大切なのではないか。 

既に改修が終わった川内市街部では、隈之城川の合流点の河川広場や宮里河川公

園が整備されているが、当地区も樋脇川合流点や「なかごら」と呼ばれる砂州が、

同様の地形を成している。川内川は流域に住む私たち共有の財産である。河川整備

計画にあるとおり治水を第一の柱に据えるのは当然とし、人々が集い、ふれあい、

親しむことができる、川づくりを進めていっていただきたい。  

ついては、地域の実情を十分承知されている市長において、川内川抜本改修の早

期実現に向け事業着手を急いでもらえるよう、国及び関係機関に強く要望していた

だきたい。 

未来政策部次長 

平成１８年の水害、令和３年７月の楠元地区、東郷橋付近の浸水被害については、
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大変な思いをされたことと思っており、心からお見舞いを申し上げる。このような

災害を解消するため、毎年県の川内川改修促進期成会や川内川下流改修促進期成会

を中心に、九州地方整備局や川内川河川事務所に要望活動を展開しており、楠元地

区についても、斧渕地区及び楠元地区の河川改修事業の早期着手という項目で要望

を行っている。要望の成果としては、平成２３年の激特事業完成以降も市街部の河

川改修予算として、毎年１０億円程度の予算が確保されているが、左岸の楠元地区

においては、未だ堤防の計画高に満たない場所があるため、地域住民の安全・安心

を確実に確保できる河川改修事業の推進を引き続き国に要望する。また、道路等の

見直しについては、将来行われる河川改修計画に基づき、県道・市道等の整理・見

直しを行って参りたいと考えている。 

市長 

会長からの質問、要望であるが、全体的には、川内川の抜本的な改修計画に付随

した大きな個別の事業となる。質問中の楠元地区の排水の問題、東郷橋の問題も左

岸側も右岸側も東郷町の斧渕地区も河川計画の要望に入っている。会長が話された

左岸側楠元、平佐東側に付随した大きな議論が必要で、毎年、今年も九州地方整備

局等に直接要望している。 

東郷地域の令和コミュニティトークでも東郷橋の付替えの問題があり、申し上げ

ると、藤川・鳥丸から南に県道を下ると国道２６７号と合流するが、その左側には

東郷小学校跡地があり、それから真っすぐ木原商店、船倉の商店街を過ぎて、川に

真っすぐ向かう現在の東郷橋下流に新しい橋を作ったらという考えも出されている

ので、将来の川内川河川改修に伴う東郷橋の議論となれば、大きな要望というルー

トの議論もしているところである。 

 ４・５年前、平佐東地区の交通安全協会の役員から、ひとつのアイデアとして聞

いたが、東郷町側から東郷橋を渡り、橋を平佐東の楠元側に出たときに、右に行く

白浜側の道路を閉鎖して、旧宮之城線跡地にＴ字のぶつかるところをメインにし

て、右が白浜町、左が平佐東という手前の右側を封鎖するというアイデアも出てき

ており、県にも考えを伝えている。 

牧場へ続く道路の浸水については、私も直接電話をいただいて、浸水した現場も

見ている。構造的に昔「鮎かん会」のあった左岸側に堤防があるが、私の見た限り

では、ちょうど曲がったところから地区に入って、逆流した形で市道域に浸水して

くる現状があるので、排水対策も含め、国・県等々協議をしたいと考えている。 

 

議題４ 「活気あるまちづくり」への支援について【峰山地区】 

地区住民の自治会加入についてである。自治会未加入者に対する加入促進につい

て、地区コミュニティ協議会において、各自治会加入への理解に努めているが、理

由を超える説得材料に乏しい現状である。若者には若者の加入ができない理由があ

り、例えば「役員に付けない」「仕事の都合で作業に協力できない」などがある。高

齢者には「作業に出れない」「基本会費が払えない」「作業欠席のために生じる負担

金が払えない」そういう理由がある。各地区コミュニティ協議会、自治会でも同じ

ような状況を想像している。地区コミュニティ協議会、自治会での対応は限度があ

る。各地区コミュニティ協議会・自治会、共通課題の解決策として、行政の指導を
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得て、個人の自由・人権侵害、プライバシー等々について、行政においても解決困

難な問題が想像できるが、市民として若干の制限について、自由ではなく、せめて

自治会ぐらい入れよ。というような制限について、例えば条例・規則等の解決策の

指導を受けたい。もちろん罰則を伴うような制限ではない。  

自治会を同一地域の居住者が地域を快適に住みよくしていくために結成された任

意の団体との位置付けで良いのか、という疑問が生じる。ご指導いただきたい。 

未来政策部次長 

自治会及び地区コミュニティ協議会は住民自治の重要なプラットフォームとして、

市の自治の基本を定める最高規範である自治基本条例においても、その重要性を示

しており、第２５条で自治会活動への理解等として、市民は一定の地域において、

相互扶助の精神に基づいて、自発的に組織された自治会のコミュニティ活動に対す

る理解を深め、自治会へ加入し、その活動に参加するよう努めるものとすると規定

している。市においても、窓口で転入者・転居者へ説明を行うなど、自治会への加

入促進に取り組んでいるが、 加入しない方の理由としては、役員になりたくない、

作業に出られない、会費の負担が大きい、などの理由を伺っている。 

一方、自治会、地区コミュニティ協議会の活動は、公共性が高く、自治会内の防

犯活動、環境美化活動等により 安全・安心で綺麗な地域が保たれている。 

また、近年の大規模災害において、長期の避難生活を余儀なくされた場合、自治

会がよりどころとなっている例も数多くある。 

このような事例を市民に対しアピールするとともに、今月の自治会加入促進強化

月間においては配布チラシを刷新するなど、新たな試みにも取り組んでいる。  

ご意見は、自治会加入の義務化を考えられないかという趣旨であると推測するが、

義務化はなかなか難しい面があると考えている。ただし、新たな自治会加入促進策

は必要であると考えているので、引き続き、その方策について検討してまいりたい。 

市長 

私の方から、川内地区のゴミ出しの関係からも自治会加入・未加入の問題は、非

常に重要な共通の課題だと思っている。先程申し上げたように、まず前提となる自

治会加入促進については、今年度から、また新しい対策は取れないかという議論を

進めてまいります。 

また、会長から条例制定などの大きなアイデアを出されたが、内容を確認する。

先ほど地区コミュニティ協議会の人口差を申し上げたが、これも根本的な議論で、

自治会未加入のことも大きな議論であるが、地方創生の議論であれば、我が国の人

口減少は、今後数十年続く。大小どの地区コミュニティ協議会、自治会であって

も、薩摩川内市も鹿児島市も東京都も、今後、数十年は、総人口が減少する前提で

ある。本日のような議論を絶えず行って、持続可能な自治会・地区コミュニティ協

議会の議論をしていかなければならない。 

市役所も当然、自治組織あって、市民あっての市役所である。タイアップ共同体

であるので、真剣にこういった議論は続けていきたいと考えている。 

私も八幡地区田海町の役田自治会にずっと住んでいるが、制度発足時からずっと

限界集落、ゴールド集落である。３０世帯で、私は今年６６歳の最年少の世帯主で

あり、自分自身が合併協議会の事務局をしたことと、１７年前の４８地区コミュニ
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ティ協議会制度に携わり、制度的にも非常に理解はあるつもりであるが、現実的に

は、自治会の維持という意味での加入促進と、人口減少が続く中で、自治体とコミ

ュニティが一体となって、どのようにしてアフターコロナの活動を再開し持続して

いくかとういうことは、一緒に議論していくので、ご理解願う。 

 

フリートーク                                

【意見：平佐西地区】 

薩摩川内市情報化推進計画に関連して、幸い平佐西地区コミュニティ協議会では、

会長の発案で、地区コミュニティ協議会内の自治会のＩＣＴ化ということを、今年

度打ち出していただいた。その中で、常々考えていた災害時の要支援者の安否確認

が頭にあった。市長の市政報告で１年９カ月間コロナと災害対応をやってきたと、

８月１９日はテレビも出られた。 

２年前、大きな台風１０号が来た時、皆、右往左往し、テープを貼ったり、避難所

に駆け付けた。我々の自治会でも６カ所避難所と計画しているが、どうしても要支

援者が自宅に残ってしまうことがあった。 

当時の民生委員から相談を受けて、避難できる健常者たちは素早く動けるが、要

支援者に対する目配りができないのかという相談があった。災害時、緊急時の安否

確認には、見守り活動がベースにあるべきだと考える。当自治会の場合は、民生委

員が２人、健やか支援アドバイザーが５人と見守り活動をしていただいている。ま

た、いきいきサロンは社会福祉協議会の指導の下で、毎週火曜日に開催している。

そこで、いろんな情報交換ができるが、ＩＣＴの技術を使って連絡調整できないか

ということである。よく言われるポイントは、誰も取り残さないということ。繋が

るということの２点である。繋がるということは、市、社会福祉協議会、地区コミ

ュニティ協議会、自治会の会員を繋ぐということ、ＩＣＴ化、デジタル化すれば、

可能ではないかと考える。市の情報化推進計画を拝見すると、そういう内容も入っ

ているようなので、見守り活動で繋ぐという意味でデジタル化、ＩＣＴ化への知恵

と資金と出していただけないか。要望である。 

市長 

高齢者の見守りと現在のデジタル化、これらをミックスすることは大事だと考え

る。市では７月１日付で、スマートデジタル監として、総務省の課長補佐級の職員

を派遣いただき、専属でデジタル化に取り組ませている。合わせて、８月１日付け

で、スマートデジタル戦略室に、プロジェクトチームを設置した。提案・要望につ

いても、引き続き自治会内へ訪問し、スマートデジタル監、あるいは職員、あるい

は関係課と引き続き意見交換をさせていただきたい。市も具体的に誰がそれに携わ

るか、高齢者がいらっしゃったとして、自治会内、平佐西地区コミュニティ協議会

が、誰がそれに携わるかという具体的な顔が見えないといけない。それと、どうい

った道具を使い、使いやすい仕組みであるかということが非常に大事であるので、

大きな検討課題として受け止めて、引き続き共有させていただきたい。 

 

【追加意見：平佐西地区】 

話されたように、大事なことは現地で自治会員と実際に繋がるとことが大事だと
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思う。薩摩川内市は、ＬＩＮＥで市の情報を素早く避難情報を含めて出すようにな

っている。それが、本当に支援を必要としているところに具体的に繋がればと思っ

ている。スマートデジタル監がみえて、全国の事例等もあるでしょうから、是非、

指導なり導入いただければと願っている。 

市長 

大事なご指摘いただいた。ＩＣＴ化、デジタル化は、今、しなければならないが、

私もぎこちないが、特に高齢者はできない。そういう格差があるので、道具・機械

を使えない人にどうやって教えるか。というのも、また、別な問題であるので、こ

れも合わせて、自治会・地区コミュニティ協議会と議論させていただきたい。 

 

【意見：川内地区】 

 街中の空洞化がひどくなってきている。スーパーマーケットが今月いっぱいで店

舗を閉める。あの辺りの駐車場が空いている。眼科も閉院し壊されると全く空洞に

なる。そうなった時に、川内小学校区は、小学校の生徒にしても住宅が少ない。借

上型公営住宅は、平佐西地区、亀山地区、可愛地区にはできている。今後、市街地に

も必要ではないか。 

先ほど空き店舗が埋まってきていることを話されたが、現実的には、マイナスが

大きい。以前、起業される方への家賃補助があったが、今は無くなっている。額が

大きくなくても良いので、制度を維持すべきではないかと考える。  

スナックの３分の１ぐらいが閉店されたこともあり、空き店舗対策は、特にコロ

ナ禍であるので、起業者に対する援助があれば空洞化の進行を少しは遅らせて維持

できるのではないかと思う。提案として申し上げる。 

市長 

空き店舗の発生と入居という地区振興計画の報告でもあったが、お話の通り空く

ところが多いという事である。補助金のことも出たが、即答できないので、これに

ついても、商店街組合とも全体的な議論をさせていただきたい。 

借上型住宅、定住住宅のことについても、受ける企業がいるかが作る時の大きな

判断であるので、提案として引き取らせていただく。今の提案に直結するかどうか

はっきりしないが、川内地区の大きなプロジェクトとして、川内文化ホール跡地を

５５年ぶりに解体し更地にしている。更地には、九州電力が２年ほどかけて、交流

センターと駐車場を作るということであり、新たな大きな人の流れが生じると期待

している。国道３号沿いの商店街は、それを受け止めるチャンスも出てくると思う。

そういった事もあわせて、川内地区コミュニティ協議会あるいは、国道３号沿いの

通り会、商店街の組合と協議させていただきたい。 

 

【意見：平佐西地区】 

平佐焼窯跡群の整備保存について、昨年度、柚木崎窯跡の調査があったが、発掘

調査を我々地域住民が見学し、この陶磁器の一大産地の足跡を知ることができたと

思っている。 

鹿児島県埋蔵センターと提携し、協議会として５月に平佐焼窯跡群の発掘調査の

報告会をした。その中で地域住民から何とか残してもらえないだろうかとあったが、
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最終的に保存することはできなかった。 

そこで、市の指定文化財でもある現窯の周辺を中心に、市の補助金をいただきな

がら、駐車場を作ったり、東屋を作ったりしている。これらの取り組みを通じて地

区コミュニティ協議会として窯跡群を残したいと考えている。自分たちでできるも

のは自分たちでやる。行政にお願いできるところは、行政と考えているが、皿山地

区に現窯と８窯跡群がある。素晴らしい景観もある。教会跡地もある。これらのも

のを一体に整備していただけないか。 

市長 

平佐焼の展示に係るセミナーについては、やむなく出席できなかったが、市長室

まで説明に来ていただいた。感謝申し上げる。たくさんの史跡群があることは承知

しており、市の文化財指定に係る分は、基本的には保存する方向性は持っている。  

ただ、教会とか複数のことを言われたので、全体像をどのような形にしたいのか。

今後保存をしてどのような効果がどのような方向にあるかということは、史跡全体

で議論しなければならないと思うので、また平佐西地区コミュニティ協議会と議論、

協議をさせていただきたい。 

以前、平佐焼の展示コーナーの要望もあったが、基本的に市が関与し展示を行う

方向で協議を進めているので、ご理解願う。 

 

【意見：平佐西地区】 

「はんとけん体操」を中心となって推進している立場から市長にお願いしたい。

「はんとけん体操」の課題としては、リーダー役、世話役の育成、体操の意義や成

果を高齢者に理解いただく取り組み、定期的な体力測定、理学療法士等によるリハ

ビリ講和等を今後導入したいと考えている。 

薩摩川内市社会福祉協議会が全市的な展開を考えているが、社協と協議した中で

は、導入に向けた基本方針、指導体制の構築が不十分に感じられ、今後、全市的に

進めていけるのかと、心細く感じたところである。現在コロナ禍であり、高齢者の

活動が制約される状況であるが、体操の参加者は増加傾向にある。体操の成果、効

果を認識し、結果的に増加していると思っている。これらの課題を解決し、良い意

味で全市的な展開が図られるよう、市として人的な支援、財政的な支援、情報提供

を、関係所管課と連携しながらお願いしたいと考えている。どうかよろしくお願い

したい。 

市長 

「はんとけん体操」のことについては、地区コミュニティ協議会会長からも地区

振興計画の成果として報告を受けて、社会福祉協議会と連携して９地区が取り入れ

ているとのことであるが、全体的に高齢者福祉の介護予防についは、市も複数の様々

な事業をやっており、その中の１つであるという認識である。社協にも確認させる

が、どういった形で拡大できるか、あるいは各地区コミュニティ協議会が、それを

受け止め導入できるか等、これまで各地区でやっている介護予防事業の高齢者対策

をもっているので、そこは確認させていただきたい。 

また、社協と「はんとけん体操」の状況についても調査させていただきたい。 
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【意見：平佐東地区コミュニティ協議会会長】 

ゴールド集落補助金の見直しと自治会交付金の拡大について、意見を述べる。ゴ

ールド集落補助金については、基準年齢６５歳が、令和２年度から７０歳へと引き

上げられた。これにより対象自治会が大幅に減少し、指定から外された自治会にと

っては、間接的な弊害が出ている。 

まず、ゴールド集落で無くなったことで、建設業協会が実施するボランティア活

動の対象自治会から外れ、高木の伐採等、自治会では出来ない作業がしてもらえな

くなった。 

次に５名以上でボランティア団体を結成し、自治会活性化を図る、ゴールド集落

支援市民活動補助金が使えなくなり、地域の活性化が出来なくなった。田舎では高

齢者宅をはじめ、道路、自治会館、ちびっこ広場、墓地、空き家回り等、草払いだけ

でも年間を通じて、相当な作業量になる。これを自治会有志の５０代、６０代が中

心となって、ボランティア団体を結成し、見守り活動、生活支援、環境保全活動等

を実施してきたが、活動を縮小せざるを得なくなった。 

高齢化している地域が、何もかも市に依存するということではなく、地域ででき

ることは、地域で実施する。その支えがなくなったことで、地域支えあい活動に支

障が出てきた。地域の活動に住民を参加させる機会が少ない方が、住民負担が少な

くていいことは、当たり前であるが、役員のみに負担を押し付けては、役員のなり

手は、ますますいなくなる。 

 そこで提案である。現在、自治会の運営や活動に対し、自治会交付金が交付され

ているが、この交付金は、世帯規模割に世帯割を足して交付している。これに高齢

化率割と世帯割を加えて交付することにしてはどうか。ゴールド集落補助金にある

ゴールド集落重点支援地区補助金とゴールド集落自主活動支援補助金を自治会交付

金に統合するというものである。自治会に関するゴールド集落補助金については、

補助金交付申請書、事業計画書、収支予算書を市に提出し、交付決定を受けてから

事業を実施し、事業完了後１５日以内に補助金実績報告書、事業実績書、収支精算

書、活動写真及び領収書の写しを提出する必要がある。 

また、一番問題だと考えるのは、１０戸に満たない自治会と５０戸を超える自治

会でも補助金の限度額が同じであり、１戸当たりの補助金額には大きな差があり、

受益の公平性からいってもいかがなものか。 

自治会に関するゴールド集落補助金を自治会交付金に統合することの効果である

が、自治会においては、年度初めに総会資料を添えて、自治体交付金の申請をする

ことで事足り、事務の効率化、簡素化が図られ、自治会長の負担が大きく軽減され、

役員のなり手不足解消にもつながると思う。 

 市にとっても事務処理が大きく軽減され、行政コストの大幅縮減につながり、こ

こで得た「人・時間」を市長肝いりの政策に充てることができる。 

ゴールド集落補助金は、前市長が目玉政策として打ち出したもので、いわゆる限

界集落は、地域の宝である高齢者が住む地域、すなわちゴールド集落だとして、各

種補助事業を設定したものである。見直しが行われると聞いているが、市職員、県

議会議員として、地域の実情に精通されている市長が常々発言されていた、元気い

っぱい愛情あふれるふるさとづくりを私たち住民が自信を持って実践でき、持続可
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能となる制度作りが重要である。ゴールド集落と呼ばれてきた限界集落は、市長の

支援の下、元気いっぱい愛情たっぷりの元気・愛集落（げんきあい集落）に生まれ

変わっていくためにも、ゴールド集落補助金の見直しによる自治会交付金の拡大を

是非検討いただくようお願いする。 

市長 

ただ今の提言、質問に感謝申し上げる。方向性の結論から申し上げると、ゴール

ド集落補助金、ゴールド集落、５５６自治会、４８地区コミュニティ協議会の組織

検証と、全体的な予算面を含めて検証する。 

どこを増やす・減らすという議論ではなく、指摘があったゴールド集落の世帯数

の見直しにより、結果的に金額的にマイナスになった。あるいは、ゴールド集落か

ら外れたことで、建設業のボランティアの対象外となり、デメリット・弊害が出て

いるので、ゴールド集落を見直す場合は、そういう最低限のラインの所に弊害が生

じないような配慮で議論を進める。 

川内地区の自治会長からのご意見のあった、防犯灯の議論と同じであり、５５６

自治会９万２，０００人共通の課題であるので、全体的に慎重な議論をしてまいり

たい。 

それから、交付金と補助金の問題であるが、私も１３年間、市役所を離れていて、

自治体交付金制度とゴールド集落補助金の使い道のことであるが、交付金は一括で

交付され、自治会予算・コミュニティ協議会予算の裁量が効くという事。補助金に

なると、使い道のとおり領収書添付という、硬いことなのですが、これも影響が非

常に大きいことであるので、公金の補助金、ゴールド集落、自治会、コミュニティ

協議会のことも含めて、市の補助金交付金の全体の中で４年度・５年度、議論する。 


